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表紙説明表紙説明

P
２
　

島
の
水
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
第
１
回

P
４
　

シ
マ
の
話
題
（
濱
尾
さ
ん
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
最
終
調
査
　

他
）

P
６
　

き
か
い
シ
マ
博
覧
会
開
幕
！！

P
７
　

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

P
12
　

朝
日
酒
造
「
私
た
ち
の
島
を
伝
え
た
い
」
コ
ン
ク
ー
ル

P
13
　

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

P
14
　

島
に
咲
く
花

　昨夏の猛暑の反動か、この冬の寒さは
島でも例年以上に厳しい。寒くなるとサト
ウキビは糖分を茎に蓄え、収穫期を迎える。
　今ではハーベスタでの収穫率が80％を
超え、稼働数は60台に迫るという。

　かつては当たり前であった手刈りでの
収穫は、少なくなったが今も残っている。
それでも、手ハサギや肩に担いでの運搬
などは省力化された。また核家族化もあっ
て、一家総出で収穫する光景は、ほとんど
見られなくなった。

喜界町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

犬の手も借りたい？

脱葉機でキビの葉をハサぐ（剥がす）

島の冬は製糖期

▲ダンプで工場へ搬入
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いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

あなたの家の生活排水処理はどうなっていますか？

スタート
トイレは水洗式

ですか。

　トイレは汲取りしていますが生活雑排水(BOD量30g)
が未処理のまま水路や地下に排水されています。
　下水道への接続が必要です。

浄化槽が設置され
ていますか。

（屋外にブロワー
が設置されていま

すか。)

　トイレは地下浸透式可能性が高いです。
　し尿・生活雑排水のすべて(BOD量43g)が未処理のま
ま水路や地下に排水されています。環境汚染の影響が
大変心配されます。また浄化槽法・建築基準法違反の
可能性も大です。
　早急に下水道への接続が必要です。

浄化槽は合併処理
浄化槽ですか。
(平成13年度以降
の設置ですか。)

　し尿のみを処理する単独処理浄化槽と思われま
す。単独処理浄化槽(除去率65％)はし尿しか処理で
きません。
　し尿処理水(BOD量5g)と未処理の生活雑排水(BOD量
30g)が水路や地下に排水されています。
　下水道への接続が必要です。

※浄化槽法により保守点検・清掃・法定検査の３つ
の義務が定められています。保守点検・清掃は資格
のある専門業者に依頼して下さい。

喜界水質浄化センター

2

喜界島の｢水｣をもっと知ろう！喜界島の｢水｣をもっと知ろう！
―第1回――第 1回―

～島の上水道（飲料水）と下水道～～島の上水道（飲料水）と下水道～
美
し
い
島
を
残
す
た
め
に
下
水
処
理
を
シ
ッ
カ
リ
!!

　

な
ぜ
下
水
道
や
合
併
浄
化
槽
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
汚
水
用

の
下
水
道
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
の

生
活
排
水
を
、
海
や
土
壌
の
環
境

維
持
改
善
の
た
め
に
処
理
を
す
る

の
が
目
的
で
す
。
環
境
汚
染
の
半

分
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で

す
。
下
水
処
理
施
設
は
、
私
た
ち

が
使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
再

び
自
然
に
帰
し
、
島
の
環
境
を
美

し
く
維
持
す
る
た
め
に
大
切
な
施

設
で
す
。
そ
の
た
め
、
公
共
下
水

道
計
画
区
域
内
や
農
業
集
落
排

水
処
理
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
ぜ
ひ
、
下
水
道
に
接
続
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
喜
界
町
で
は
、
町
内
の

公
共
下
水
道
計
画
区
域
内
と
農

業
集
落
排
水
処
理
区
域
内
以
外
の

方
々
を
対
象
に
、
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
（
申
込
用
紙
は
役
場

水
環
境
課
に
あ
り
ま
す
、
補
助
金

額
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
）

あなたの家の生活排水処理は
どうなっていますか？

人　槽 人槽を算定する家屋面積 補助金額

５人槽 住宅延べ面積が１３０㎡（約４０坪）以下 ４０２，０００円

７人槽 住宅延べ面積が１３１㎡（約４１坪）以上 ４８４，０００円

10人槽 二世帯住宅（浴槽及び台所が２ヵ所ある住宅） ６１８，０００円

※補助金額については、以下のとおりです

【
用
語
解
説
】

生
活
雑
排
水

　

し
尿
以
外
の
台
所
・
風
呂
場

や
洗
濯
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

水
。

B
O
D

　
「
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
水

中
で
主
に
有
機
物
質
が
微
生
物

の
働
き
で
分
解
さ
れ
る
と
き
に

消
費
さ
れ
る
酸
素
量
の
事
で

す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
汚
濁

物
質
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
排
水
の
１
人
１
日
あ
た

り
の
B
O
D
負
荷
量
は
43
g

（
し
尿
13
g
＋
生
活
雑
排
水

30
g
）
で
す
。

ブ
ロ
ワ
ー

　

微
生
物
に
空
気
を
送
る
機
械
。

（
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
浄
化
す
る
。） 

単
独
処
理
浄
化
槽

　

し
尿
の
み
を
処
理
す
る
も
の

で
、
B
O
D
除
去
率
65
％
以

上
、
放
流
水
の
B
O
D
濃
度

90
m
g
/
L
以
下
で
あ
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
平
成
13

年
４
月
１
日
以
降
は
改
正
浄
化

槽
法
が
施
行
さ
れ
、
合
併
浄
化

槽
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽

　

し
尿
と
併
せ
て
生
活
雑
排
水

を
処
理
す
る
も
の
で
、
現
行
の

法
律
で
は
B
O
D
除
去
率
90
％

以
上
、
放
流
水
の
B
O
D
濃
度

20
m
g
/
L
以
下
で
あ
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

保
守
点
検

　

保
守
点
検
は
機
械
の
点
検
・

補
修
や
消
毒
剤
の
補
給
な
ど
を

行
い
ま
す
。
知
事
の
登
録
を
受

け
て
い
る
専
門
業
者
に
委
託
し

て
下
さ
い
。 

清　

掃

　

浄
化
槽
に
発
生
し
た
汚
泥
な

ど
の
引
き
出
し
、
調
整
及
び
こ

れ
ら
に
伴
う
機
器
類
の
洗
浄
、

掃
除
な
ど
の
作
業
を
言
い
ま
す
。

市
町
村
の
許
可
を
受
け
て
い
る

専
門
業
者
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。 

法
定
検
査

　

浄
化
槽
が
適
正
に
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
知
事
の
指
定
す
る
検
査
機

関
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

※注意　 使用済みの食用油を流すと下水管の中で固まってつまったり、悪臭の原因となります。
絶対に流さないでください！
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硬度について

　硬度とは水の中に含まれるミネラル量。（カルシウムとマグネシウムの合計量）

　硬度は（快適水質項目）の基準値 300mg/L以下・目標値100mg/L以下

種類 基準 特　　徴 適した用途 銘　柄

軟　水 100未満

・日本の大部分の水。
・口当りが良く飲みやす
い。
・料理に使うと味の変化を
邪魔しない。
・浸透が早く吸収性に優れ
ている。
・新陳代謝を促進する。

・和風だし、炊飯。
・緑茶、紅茶、コーヒー。
・赤ちゃんの調乳。

南ｱﾙﾌﾟｽの
天然水(30)

六甲のおい
しい水(84)

中硬水
100以上

300未満

・しゃぶしゃぶなどの鍋
物。
・ボルシチなどの洋風だ
し。

エビアン
(297.5)

硬　水 300以上

・スポーツ後のミネラル補
給。
・妊産婦のカルシウム補
給。
・便秘解消、ダイエット。

ヴィッテル
(307.1)

・ヨーロッパに多い。
・ミネラル成分が腸に働き
かける性質を持っている。
・肉の臭みを抑えたり、ア
ク汁を取りやすくする。
・パスタを茹でるとコシが
出る。
・ご飯を炊くとパサパサに
なる。
・石けんの泡立ちが悪い。

安
心
安
全
を
目
指
す
！
島
の
上
水
道

　

本
町
で
は
、国
が
策
定
し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
示
さ
れ
た
「
安

定
」「
安
心
」「
持
続
」「
環
境
」
の
長
期
的
施
策
課
題
を
受
け
、
本

町
水
道
事
業
の
基
本
的
理
念
を
示
し
た
「
喜
界
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
平
成
22
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、「
喜
界
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
沿
っ
て
、「
信
頼
性
の
高
い
水
道
」「
事
業
経
営
の
安
定
」「
次
世

代
へ
の
継
承
」
と
い
っ
た
〝
あ
る
べ
き
姿
〞
の
向
上
と
継
続
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

現
在
の
町
水
道
事
業
の
現
状

　

本
町
の
水
道
普
及
率
は

１
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
将
来

的
に
は
人
口
減
に
伴
い
、
需
要
量

も
減
少
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

水
源
地
は
、
東
部
地
区
３
ヵ

所
、
西
部
地
区
６
ヵ
所
、
南
部
地

区
３
ヵ
所
、
川
嶺
地
区
１
ヵ
所
の

計
13
ヵ
所
と
な
っ
て
お
り
（
地
下

水
８
、
湧
水
５
）、
水
量
は
安
定

し
て
い
ま
す
。

　

水
道
管
路
の
総
延
長
は
、
約

１
６
３
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
質
管
理
の
状
況
は
、
色
、
濁

り
、
残
留
塩
素
を
職
員
が
毎
日
検

査
し
、
原
水
及
び
浄
水
の
毎
月
検

査
や
３
ヵ
月
検
査
は
、
法
の
定
め

に
よ
り
水
質
検
査
機
関
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

水
質
は
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
で
形

成
さ
れ
た
島
で
あ
る
た
め
、
地
下

水
や
湧
水
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
分
が

多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
水
源
で
水
質

基
準
値
を
超
え
た
状
態
で
、
年
々

上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
雨
時
に
は
濁
度
が
上
昇
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
15
年
度
に
イ
オ
ン
交
換

膜
式
・
電
気
透
析
法
に
よ
る
東
部

地
区
浄
水
場
と
川
嶺
地
区
浄
水

場
を
、
今
年
度
に
は
南
部
地
区
浄

水
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
未
整
備
の
西
部
地
区
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に
着
工

し
ま
す
。

各地区の硬度（単位：mg/L）
（数値は直近の調査値）

・ 赤連、池治、羽里、山田、城久
　（湾の一部含む） ２３１

・中里 ３１７

・湾 ４０２

・中間、先内、中熊 ３２７

・滝川、島中 １７８

・大朝戸、西目 ２０２

・東部地区浄水場
　 （坂嶺から小野津、早町、阿
伝までの一帯） ２０９

・南部地区浄水場
　 （荒木から上嘉鉄、浦原、蒲生
までの一帯、一部未供用）９６

・川嶺地区浄水場 ９２

～参考～
・奄美市名瀬（ダム水を利用）１５

２・３ページに関するお問い合わせは、役場水環境課まで☎６５－１１１１（内線７６～７８）



ウグイスを調査する濱尾さん

訳が分からずキョトンとした表情から一
転し、厳しい顔で黙秘するズクちゃん

4

Topics in KIKAIJIMA

　

絶
滅
亜
種
と
さ
れ
て
い
た
ダ
イ
ト
ウ

ウ
グ
イ
ス
を
島
で
再
確
認
し
、
全
国
に

『
喜
界
島
』
の
名
前
を
発
信
し
た
国
立

科
学
博
物
館
の
濱
尾
章
二
さ
ん
が
12
月

14
日
か
ら
18
日
ま
で
、
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ

イ
ス
の
調
査
で
来
島
し
た
。

　

調
査
目
的
は
、「
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ

ス
が
冬
で
も
繁
殖
期
と
同
じ
場
所
に
い

る
か
」
で
、
喜
界
島
で
の
ウ
グ
イ
ス
調

査
は
、
今
回
で
一
旦
の
区
切
り
を
つ
け

る
と
い
う
。

　

調
査
し
た
ウ
グ
イ
ス
は
、
越
冬
（
渡

り
）
ウ
グ
イ
ス
31
羽
、
島
で
一
年
中
生

息
す
る
留
鳥
の
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
８

羽
で
、
そ
の
中
で
も
足
輪
の
あ
る
以
前

に
調
査
し
た
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
は
２

羽
だ
っ
た
。
２
羽
と
も
繁
殖
期
に
い
た

場
所
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
場
所
で
捕
獲
さ

れ
、
一
年
中
縄
張
り
を
変
え
な
い
こ
と

が
推
測
さ
れ
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
濱
尾
さ
ん
は

「
実
証
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
渡
り
を
し
な
い
生
態
が
、
な
わ

ば
り
争
い
や
、
つ
が
い
形
成
時
の
相
手

の
選
り
好
み
を
緩
和
す
る
こ
と
、
繁
殖

期
の
生
態
（
不
活
発
な
さ
え
ず
り
活
動

な
ど
）、
さ
ら
に
は
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ

ス
の
社
会
全
般
に
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
喜
界
島
の
冬
の
鳥

類
相
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
も
目
的

と
し
、
こ
れ
ま
で
正
式
な
記
録
が
な

か
っ
た
６
種
を
確
認
し
た
。
濱
尾
さ
ん

は
「
地
元
の
方
々
は
豊
富
な
情
報
を

持
っ
て
い
る
。
喜
界
島
は
、
い
ろ
い
ろ

な
渡
り
・
越
冬
鳥
の
生
息
地
と
し
て
も

興
味
深
い
島
な
の
で
、
地
元
の
方
々
の

観
察
情
報
の
集
積
を
期
待
し
た
い
」
と

話
し
、
自
著
の
『
フ
ィ
ー
ル
ド
の
観
察

か
ら
論
文
を
書
く
方
法
』
を
町
図
書
館

に
寄
贈
し
た
。
な
お
、
今
回
の
鳥
類
相

の
調
査
結
果
は
、
鹿
児
島
県
立
博
物
館

研
究
報
告
に
投
稿
さ
れ
、
近
く
出
版
さ

れ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
濱
尾
さ
ん
は
今
後
の
予
定
と

し
て
、「
他
の
研
究
者
と
共
同
で
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ヤ
マ
ガ
ラ
（
山
雀
）、
メ

ジ
ロ
な
ど
の
鳴
き
声
や
形
態
、
D
N
A

か
ら
、
種
分
化
（
進
化
の
経
過
）
に
つ

い
て
種
子
島
か
ら
西
表
島
に
か
け
て
実

地
調
査
す
る
」
と
い
う
。

　年の瀬も押し迫った昨年 12 月、給
食センターから「倉庫に侵入したアニ
メ映画の人気キャラクターのトトロら
しき生き物の身柄を確保した」との一
報が役場企画課に飛び込んだ。
　通報を受け、「喜界島でトトロ発見
か」と色めき立って現場に急行した同
課職員だったが、謎の生物は残念なが
らトトロではなく、奄美沖縄に生息す
るフクロウの仲間のリュウキュウコノ
ハズクと判明。名前が長く言いにくい
ため、「ズクちゃん」と名付けられた。
　ズクちゃんは、氏名年齢や公共施設
に不法侵入した動機などの事情聴取に
対し黙秘権を行使。さらには、目をク
リクリさせる可愛らしい表情から一
転、険しい表情で職員をにらみ付け、
手に噛みつくなど抵抗した。
　この日、給食のメーンディッシュ
は同課職員も
ソーバー（相
伴）したくな
るエビチリで
あったため、
「無銭飲食目的
では」と捜査
線上に浮かん
だ。

　しかし、白衣と白帽姿の調理員が現
れると、「ここは給食センターだった
のか」との表情を浮かべ「このままで
はカラアゲにされる」とばかりに暴れ
出したため、エビチリ目的の疑いは消
えた。
　その後も黙秘を守るズクちゃんと職
員らのにらみ合いは続いたが、「単な
る迷子では」との結論にいたり、拘置
期限も近づいたため、反省の色は見ら
れなかったものの処分保留のまま釈放
された。
　取り調べにあたった職員は「ハナサ
ヨー、カナイブサ（かわいいね、飼い
たいよ）」と、ズクちゃんとの別れに、
どこかさびしそうであった。
　（法律により、カラスやスズメなど
の野鳥は、原則的に飼育などが禁じら
れています）

給食センターにトトロ？が迷い込む　正体はふくろう

ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ
イ
ス
で
お
馴
染
み

濱
尾
さ
ん
が
喜
界
島
で
最
終
調
査

町
長
を
訪
問
し
た
喜
界
さ
ん

（
右
）
と
夫
の
実
さ
ん

　

栃
木
県
に
住
む
印い

ん
な
み南

実

さ
ん
夫
婦
が
１
月
20
日
、

喜
界
島
を
訪
れ
た
。

　

夫
人
の
名
は
喜
界
と
書

い
て
「
き
よ
」。
島
と
の
つ

な
が
り
は
な
い
が
、
以
前
か

ら
自
分
と
同
じ
名
前
の
喜

界
島
に
浅
か
ら
ぬ
縁
を
感

じ
て
お
り
、
今
回
初
め
て

喜
界
島
を
訪
れ
た
。

　

名
を
付
け
て
く
れ
た
祖

父
に
「
由
来
を
聞
け
ば
よ

か
っ
た
」
と
残
念
が
る
喜
界

さ
ん
は
「
イ
メ
ー
ジ
ど
お

り
の
素
敵
な
島
。
今
度
は

夏
に
来
た
い
」
と
話
し
た
。

喜
界
さ
ん
が

喜
界
を
訪
問
！？
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瑞々しい感性で受賞した寿さん

肥後大智『海の唄』

成田愛『追憶』

  赤連簡易局を訪れる山上さん（右）

シマの話題

　今年８月に開催される第 93回全国高校野球選手権大
会（通称、夏の甲子園）のキャッチフレーズコンクールに、
喜界高校の寿めぐみさん（普通科１年、浦原）の作品が
グランプリに次ぐ優秀賞に選ばれ、１月 18日、同校校
長室で朝日新聞社の中塚範之鹿児島総局長から寿さんへ
賞状が手渡された。
　受賞作は『全力の心に会える夏』。国語の授業の一環
でつくったもので、応募総数 4,578 点の中から、わずか
10 点のみ選ばれた優秀賞のひとつ。中塚総局長は「シ
ンプルでストレートに想いが伝わってくる。まさに直球」
と評価し「来年はグランプリを」と期待した。
　プロ野球よりも、「高校球児の礼儀正しさやハツラツ
プレーが好き」という寿さんは「甲子園を連想する言葉
を組み合わせた。まさか受賞できるとは」と驚きを隠さ
ず「友人から（副賞の）
図書券をうらやましがら
れた」と高校生らしく明
るい笑顔を見せた。
　寿さんらの作品は今夏
の大会中、毎試合５回裏
終了後にバックスクリー
ンで紹介されることが決
定し、同校野球部より一
足早い “ 甲子園出場 ” を
果たすことになった。

『全力の心に会える夏』
寿さんが夏の甲子園〝出場〞

　喜界高校美術部（平石厚史顧問）の成田愛香さん（普
通科３年、城久）と肥後大智さん（普通科２年、湾）
はこのほど、第 61 回県高校美術展の洋画部門に揃っ
て入賞した。
　成田さんの作品『追憶』は応募総数 825 点で上位３
位となる高校文化連盟大賞に、肥後さんの作品『海の
唄』は優秀賞に、それぞれ輝いた。
　また、肥後さんは今年８月に福島県で開催される第
35回全国高等学校総合文化祭に派遣される県代表 10

人のひとりにも選ばれ
た。
　受賞の感想を、成田
さんは「入賞できる
か不安だったが、以前
に飼っていた猫が『絵
の中で生き続けてほし
い』という願いが審査
の方々にも届いたので
は」と話し、肥後さん
は「表現したい構図が
思いどおり描けた」と
話し「各都道府県から
集まる他作品の表現法
などを勉強したい」と
県代表としての抱負も
付け加えた。

喜高生２人が快挙 !!
県高校美術展に入賞

「
郵
便
局
で
地
域
が
分
か
る
」

全
国
郵
便
局
巡
り
の
山
上
さ
ん
来
島

　

全
国
各
地
の
郵
便
局
巡
り
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
山
上
博
信
さ

ん
（
愛
知
県
在
住
）
が
１
月
５
日
、

喜
界
島
を
訪
れ
、
島
内
全
10
局
の
郵

便
局
を
訪
れ
た
。

　

山
上
さ
ん
は
全
国
に
２
万
４
千
以

上
あ
る
郵
便
局
の
う
ち
、
約
１
万
局

を
巡
っ
て
い
る
。

　

日
本
島と

う
し
ょ嶼

学
会
理
事
も
務
め
、
奄

美
や
沖
縄
に
は
特
に
興
味
が
あ
り
、

沖
縄
は
９
年
か
け
て
全
局
を
巡
り
、

今
回
の
来
島
で
奄
美
は
徳
之
島
を
残

す
だ
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

訪
れ
た
局
名
と
そ
こ
で
預
け
た

「
10
円
」
の
文
字
が
並
ぶ
貯
金
通
帳

は
「
何
百
冊
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
話
す
山
上
さ
ん
は
、
局
巡
り
の
魅

力
を
「
鉄
道
の
駅
は
線
の
つ
な
が
り

だ
が
、
郵
便
局
は
面
で
広
が
っ
て
い

る
。
局
を
訪
れ
る
と
そ
の
地
域
が
分

か
り
、
国
土
も
分
か
る
」
と
説
明
し

た
。

　

ま
た
、「
喜
界
の
局
は
ど
こ
も
味

が
あ
り
、
地
域
と
密
着
し
て
い
て
素

晴
ら
し
い
。
た
だ
、
観
光
資
源
に
も

な
る
風
景
印
が
ど
の
局
に
も
な
か
っ

た
の
が
残
念
。
今
か
ら
で
も
作
っ
て

み
て
は
」
と
注
文
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

風
景
印
･
･
･
当
該
局
周
辺
の
風

景
や
名
所
な
ど
が
描
か
れ
た
消
印
。

収
集
の
た
め
に
、
そ
の
地
を
訪
れ
る

愛
好
家
も
多
い
。
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きかいシマ博覧会開幕！！
開催期間：2011年 2月 14日（月）～ 27日（日）

【お申し込み・お問い合わせ】
喜界島観光協会　 0997-65-1202・ 0997-55-3028

各体験プログラムは実施場所が異なりますので、お申し込み時にご確認ください！

きかいシマ博　おすすめ体験プログラム

●シマ (集落 )あるき 湾 -わん -コース
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時と午後２時の１日２回実施
 ・所要時間：２時間程度 ・参加費：高校生以上￥300/ 人（保険込） ・実施人数：1～ 10人
●シマ (集落 )あるき 中里 -なーとぅ -コース
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時と午後２時の１日２回実施
 ・所要時間：２時間程度 ・参加費：高校生以上￥300/ 人（保険込） ・実施人数：1～ 10人
●シマ (集落 )あるき 荒木 -あらち -コース
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時と午後２時の１日２回実施
 ・所要時間：２時間程度 ・参加費：高校生以上￥300/ 人（保険込） ・実施人数：1～ 10人
●シマ (集落 )あるき 阿伝 -あでん -コース
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時と午後２時の１日２回実施
 ・所要時間：２時間程度 ・参加費：高校生以上￥300/ 人（保険込） ・実施人数：1～ 10人
●シマ (集落 )あるき 早町・塩道・白水 -そうまち・しゅみち・しらみず -コース
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時と午後２時の１日２回実施
 ・所要時間：２時間程度・参加費：高校生以上￥300/ 人（保険込） ・実施人数：1～ 10人
●ガーデニングツアー
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時より開始 
 ・所要時間：２時間程度・参加費：￥2,000/ 人（保険込） ・実施人数：2～ 7人
●島内に残る戦跡ツアー
 2/14 ～ 27 日の月～日曜日 ・午前 10時と午後２時の１日２回実施
 ・所要時間：２時間程度・参加費：￥500/ 人（保険込） ・実施人数：1～ 5人
●野草をたのしむｉｎ喜界島
 2/20 日 ( 日 ) ・午後１時 30分より開始
 ・所要時間：２時間程度・参加費：￥500/ 人（保険込） ・実施人数：5～ 20人
●八月踊りと郷土菓子作り体験ツアー
 2/19 日 ( 土 ) ・午後１時 30分より開始
 ・所要時間：２時間程度・参加費：￥1,000/ 人（材料・指導費込） ・実施人数 5～ 10人

黒糖焼酎の酒蔵ツアー
　朝日酒蔵で、黒糖焼酎が作られる
工程を見学するツアーです。黒糖が
美味しい焼酎になるまでを蔵人〈く
らびと〉の解説とともにご覧いただ
けます。

●実施日：2/14～ 27 の月～金曜日
● 実施時間：午前９時と午後２時の１
日２回実施、ツアーは１時間程度
●参加費：￥50/人（保険込）
●実施人数：5～15 人（各回）

蔵人が皆様をご案内します。

黒糖づくり体験ツアー
　“ おいしい× 2” 喜界産の黒糖。そ
の黒糖づくりを体験してみません
か。自分で作った黒糖はおいしさ倍
増。お持ち帰りもＯＫです。

● 実施日：2/15 日 ( 火 )、19 日 ( 土 )、
22 日 ( 火 )
●実施時間：午前１０時～２時間程度
●参加費：￥50/人（保険込）
●実施人数：2～10 人

島内の黒糖製造所での体験です。

タンカン収穫ツアー
　荒木のフルーツガーデンで、広大
な農園を散策しながら、タンカンを
収穫するツアーです。おいしいタン
カンジュースもお召し上がりいただ
けます。

●実施日：2/19 日 ( 土 )
●実施時間：午後２時～１時間程度
●参加費：￥1,500/ 人（保険込）
●実施人数：5～10 人

果樹園のオーナーによる解説付です。
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フォトコンテスト
作品募集

「日本で最も美しい村」連合

昨年度グランプリ作品　『皐月田の朝』
（山形県飯豊町　撮影：斉藤 徹）

準グランプリ作品　『山里の明』
（福岡県八女市星野村　撮影：鐘ヶ江 春雄）

準グランプリ作品　『光雪』
（岐阜県白川村　撮影：奈雲 誠）

「日本で最も美しい村」連合とは
　私たちは、失ったら二度と取り戻せない、そんな日本の
農村漁村の景観や文化を守る活動を始めました。小さくて
も輝くオンリーワンを持つ農村漁村が、自らの町や村に誇
りを持って自立し、将来にわたって美しい地域であり続け
ることをお手伝いします。
　自然と人間の営みが長い年月をかけてつくりあげた小さ
な、本当に美しい日本は今、まだ各地に残されています。
それらを慈しみ、楽しみ、しっかりと未来へ残すために、
自らの地域を愛する皆さんにご協力いただきながら活動し
ています。

■テーマ／日本で最も美しい村の情景
■応募締切／ 2011年７月20日（当日消印有効）
【お問い合わせ】
　 「日本で最も美しい村」連合事務局
　（北海道美瑛町政策調整室内）
　TEL 0166-92-4330　FAX 0166-92-4414
　E-mail：seisaku_chousei@town.biei.hokkaido.jp
　HP http://www.utsukusii-mura. jp
　喜界町役場企画課　☎ 65-1111（内線 23）

（平成21年10月喜界町加盟）



消防署と滝川分団による消火活動の模様

消火器の扱いについて説明を受ける滝川校区の皆さん

「きかい学」での発表の様子

8

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

貴
重
な
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
ろ
う
!

第
57
回
文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

　

１
月
23
日
に
城
久
八
幡
神
社
で
校

区
民
・
関
係
機
関
を
含
む
約
50
名
が

参
加
し
、
文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金

堂
壁
画
が
焼
損
し
た
１
月
26
日
を
中

心
に
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を

展
開
し
、
国
民
一
般
の
文
化
財
保
護

思
想
を
図
ろ
う
と
す
る
目
的
で
、
毎

年
、
小
学
校
区
を
持
ち
回
り
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
重
要
文
化
財
が
保
管
し

て
あ
る
城
久
八
幡
神
社
か
ら
出
火
し

た
と
の
想
定
で
、
火
事
を
い
ち
早
く

消
し
止
め
、
重
要
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
る
と
い
う
流
れ
で
大
島
地
区
消

防
組
合
喜
界
分
署
と
喜
界
町
消
防
団

（
滝
川
分
団
）
と
が
連
携
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
大
島
地
区
消
防
組
合
喜

界
分
署
員
に
よ
る
消
火
実
演
や
上
原

慶
三
郎
文
化
財
保
護
審
議
会
長
の
講

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
ぽ
か

ぽ
か
陽
気
の
中
、
熱
心
に
実
技
指
導

や
講
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

各
地
域
で
清
々
し
い
汗
を
!

〜
第
３
日
曜
日
は
「
ふ
る
さ
と
美
化

活
動
」
〜

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ
る
さ

と
美
化
活
動
」
の
日
で
す
。
本
町
は

平
成
21
年
10
月
に
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
の
存
続
や
美

し
い
景
観
の
保
護
な
ど
は
勿
論
の
こ

と
、
温
か
い
人
情
や
地
域
文
化
の
保

存
・
継
承
も
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

　

各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
、
町
民

あ
げ
て
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

務
め
ま
し
ょ
う
。

学
び
の
継
続
を

― 

中
高
連
携
一
貫
教
育 

―

　

喜
界
町
は
、
６
年
間
を
通
し
た
継

続
的
な
教
育
活
動
に
よ
り
、
郷
土
を

愛
し
自
ら
人
生
を
切
り
拓
く
生
徒
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
平
成

12
年
か
ら
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
高
一
貫
教
育
の
取
組
と
し

て
昨
年
の
12
月
に
「
き
か
い
学
」
の

中
高
合
同
発
表
会
、
今
年
の
１
月
に

中
高
合
同
講
演
会
・
芸
術
鑑
賞
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
き
か
い
学
」
と
は
、
郷
土
に
学

び
、
広
く
社
会
・
世
界
に
目
を
向
け
、

自
ら
の
生
き
方
や
在
り
方
を
考
え
る

学
習
の
こ
と
で
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
が
、
自
分

た
ち
で
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
発
表
を

行
い
ま
し
た
。「
浄
水
場
と
生
活
と

の
関
連
」、「
島
じ
ゅ
う
り
」、「
喜
界

島
出
身
の
吉
野
健
シ
ェ
フ
の
成
功
ま

で
の
足
跡
」な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

次
に
、
喜
界
高
校
の
生
徒
が
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
い
喜
界
島
の
将
来
に
つ

い
て
、
問
題
提
起
を
し
ま
し
た
。
中

高
生
が
真
剣
に
喜
界
島
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
有
意
義
な
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
高
合
同
講
演
会
・
芸
術
鑑
賞
会

は
、
講
師
に
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
の
前
田
浩
二
氏
と
プ
ロ
の
ピ
ア
ノ

演
奏
家
の
光
田
健
一
氏
を
招
き
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
田
浩
二
氏
は
プ
ロ
で

の
経
験
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
な
ど
を
話
さ
れ
、
ど
の
生
徒

も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
光
田
健
一
氏
に
よ
る

聞
く
も
の
の
心
を
優
し
く
癒
す
素
敵

な
音
色
の
演
奏
に
、
生
徒
も
深
く
感

動
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
喜
界
島

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
あ
げ
さ

せ
、
そ
れ
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
曲

を
完
成
さ
せ
る
と
い
っ
た
曲
作
り
の

過
程
を
披
露
す
る
と
、
生
徒
の
驚
き

と
感
嘆
の
声
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

中
高
生
と
も
に
自
分
の
夢
実
現
に

意
欲
を
高
め
た
中
高
連
携
一
貫
教
育

で
し
た
。
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可愛いと評判の喜界町の母子手帳

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助

成
に
つ
い
て

★ 

80
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
死
因

の
第
一
位
が
（
細
菌
性
）
肺
炎
で

す
！

　

肺
炎
は
、
半
数
近
く
が
肺
炎
球
菌

を
原
因
と
し
て
起
こ
り
ま
す
。
高
齢

者
は
、
弱
毒
性
の
菌
で
も
重
症
化
し

や
す
い
た
め
、
予
防
に
は
ぜ
ひ
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
。
肺
炎
を

起
こ
す
菌
は
20
種
近
く
あ
り
、
そ
の

う
ち
８
種
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
８
種
類
を
予

防
す
る
だ
け
で
も
、
実
は
、
肺
炎
全

体
の
80
％
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★ 

本
町
で
は
、
平
成
２
２
年
１
０
月

１
日
か
ら
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　

 　

町
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以

上
の
者
65
歳
以
上
で
医
師
が
必

要
と
認
め
る
者
。

◎
助
成
額
・
回
数

　

● 

一
人
に
つ
き
生
涯
に
一
回
だ
け

３
，
０
０
０
円
を
助
成
（
３
，

０
０
０
円
を
超
え
た
分
に
関
し

て
は
自
己
負
担
）

　

● 
生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て

は
、
全
額
助
成

◎
接
種
方
法

　

 　

町
内
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

て
自
己
負
担
分
だ
け
を
お
支
払
い

下
さ
い
。

※ 

事
前
に
接
種
さ
れ
る
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ

や
か
（
☎
65
―
３
５
２
２
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

募
集
の
お
知
ら
せ

　

喜
界
町
で
は
、「
食
生
活
改
善
推

進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
）
は
、
全
国
に
協
議
会
を
持
ち

『
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
』
を
合
い
言
葉
に
、
地
域
に
お
け

る
食
生
活
の
改
善
や
健
康
づ
く
り

の
普
及
を
目
的
に
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　

喜
界
町
で
も
、
様
々
な
事
業
や
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
食
事
や
健
康
に
つ
い

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
為
に
は
、
養
成
講

座
の
受
講
が
必
要
で
す
。
講
座
開
催

期
間
は
、
平
成
23
年
４
月
〜
７
月
頃

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

母
子
手
帳
の
交
付

に
つ
い
て

　

母
子
手
帳
は
、
妊
婦
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
の
記
録
で
す
。
日
本

が
世
界
に
誇
る
母
子
保
健
制
度
で

す
。

　

妊
娠
が
確
定
す
る
妊
娠
10
週
頃

に
病
院
か
ら
「
母
子
手
帳
を
も
ら
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
、

「
妊
娠
届
出
書
」
又
は
「
妊
娠
証
明

書
」
と
い
う
書
類
を
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
書
類
を
持
っ
て
住
民
登
録
を

し
て
い
る
市
町
村
の
窓
口
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
喜
界
町
の
場

合
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
と
、

妊
婦
健
診
受
診
票
の
発
行
も
同
時

に
受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
票
を
使
う

と
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
負
担

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
喜
界

町
で
妊
婦
健
診
や
出
産
時
の
旅
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
母
子
手

帳
の
交
付
は
妊
娠
11
週
頃
ま
で
に

受
け
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
事
情

が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
の
で
、
母
子
手

帳
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
自
宅
に
お

伺
い
し
て
、
発
行
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
で

ご
相
談
下
さ
い
。

（
☎
65
―
３
５
２
２
）

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は

保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
間
】

　

平
成
23
年
３
月
末
日
ま
で
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県営コーラル喜界団地
空家待ち順位登録について

平成 23年３月７日（月）、当局奄美支局は、下記のとおり庁舎を移転しますので、お知らせいたします。

鹿児島地方法務局奄美支局が

移転します！
平成23年３月４日（金）まで
〒 894-0026
　奄美市名瀬港町2番16号

　「空家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望者の抽選により登録順位を決め、空家が発生したときに順

番に入居していただく制度です。

　平成 23 年度分の受付は、下記のとおりです。希望される方は、期間内にお申し込みください。

●申込書の配布・受付

　平成 23 年 2 月 7 日 ( 月 ) から 28 日 ( 月 ) までの 午前 9 時から午後 5 時

　※土・日・祝日の配布、受付はできません。

●抽選日

　平成 23 年 3 月 10 日 ( 木 )

●申込書配布・受付　問い合わせ先

　大島支庁喜界事務所総務係　☎０９９７－６５－２０９１

※１  　現在、空き家待ちをされている方につきましても、今回

申込みをされないと、これまでの登録は無効になりますの

で、御注意ください。

※２  　空家待ち順位登録の受付は今回限りですが、入居申込みにつきましては随時受け付けております。

ただし、入居順位は、上記申込みによる抽選で決まった方の後になります。

※３  　今回の順位登録期間は、平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日までですので、その間に空

家がでなければ順番は無効になります。１番の方であっても、空家が発生しなければ入居できません

ので、ご承知おきください。期間中に入居できなかった方で、引き続き入居を希望される方は、次年

度に再度申込みしていただくことになります。

平成２３年３月７日（月）から
〒 894-0034
　奄美市名瀬入舟町16番１号

【お問い合わせ】
 鹿児島地方法務局奄美支局
 　☎０９９７－５２－０３７６
 鹿児島地方法務局総務課
 　☎０９９－２５９－０６８０（代表）
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“ 知っておきたい検察審査会”
検察審査員に選ばれたらご協力を

　交通事故、詐欺などの被害にあったのに、検察官がその事件を裁判にかけてくれない、どうも納得がいかない。

このような人のために、検察官のした不起訴処分が正しかったかどうかを審査する「検察審査会」があります。検

察審査会は選挙権を持つ人の中から「くじ」で選ばれた 11人（奄美管内）で組織されます。

　審査員は、毎年１、４、７、10 月に選ばれ、任期は６か月です。審査員の仕事は、一般の常識で判断でき、法律

などの専門的な知識は必要ありません。

　あなたもいつか審査員に選ばれるかもしれません。選ばれたときには、住民の代表としてご協力をお願いします。

【お問い合わせ】

　鹿児島地方裁判所名瀬支部内　名瀬検察審査会事務局　☎５２－５７４１

奄美出身者のための奨学金制度です！（ 無利息）
―奄美奨学会貸費生出願要項―

１. 目的

  　奄美群島出身者の子弟で、高専、短大、大学および大学院に在学し、成績優秀、心身健全でありながら、経

済的な理由により就学困難な者に、就学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を育成するための制度です。

２. 貸与金および期間

３. 貸与金の返済義務

 卒業後６か月を経過した後、10年以内の期間に、毎月均等額以上を返還（無利息）

４. 必要書類

 「貸費生願書」（自筆のもので、家族の所得などが分かる書類を添付すること）

 「奨学生推薦調書／成績証明書」（卒業した学校の学校長が作成したもの）

 「戸籍謄本／住民票」（発行３か月以内のものを各１通）

  「写真１枚」（３か月以内の撮影で、タテ４ｃｍ、ヨコ３ｃｍ以内のものを貸費請願書の生年月日欄右側に貼り

付ける）

５. 選考方法　申込願書４月末日締切、書類選考のうえ５月中に決定する。

６. 選考人員　若干名

７. 推薦に必要な書類交付　財団法人奄美奨学会事務局で交付するものとする。

８. 問合先（奄美奨学会事務局）

 〒１０１－００４１

  東京都千代田区神田須田町２丁目 23番地　SS ビル２階（宗村法律事務所内）

  　財団法人　奄美奨学会

  　　理事長：英 辰次郎　　担当理事：宗村森信

  　　☎０３－５２９８－８２８１　FAX　０３－５２９８－８２８２

学 校 月 額 期 間

高専、短大・大学 ３０，０００円 正規の修学期間

大学院 ３５，０００円 正規の修学期間



受賞作が張られた焼酎を手に
誇らしげな照賢将くん

優秀賞以上を受賞した児童生徒たち

受賞作品は焼酎蔵を美術館にして展示

12

第一回
朝日酒造 「私達の島を伝えたい」 コンクール

　朝日酒造株式会社（喜禎光弘社長）は、島の子どもたちが島への魅力を深め、島からも全国にアピールできる仕事が
あるということを知ってもらうことを目的に、島をテーマにした絵画による第１回朝日酒造「私達の島を伝えたい」コン
クール（サブテーマ「喜界島、ここが好き」、町教育委員会後援）を実施し、１月16日、その表彰式を役場多目的ホー
ルで開催した。高校生以下の児童生徒から５６５点の応募があり、最も優れた作品に送られる朝日酒造賞には早町小３
年の照賢将くんの『夜の海で、「とったどー」』が輝いた。照くんの作品は同社の焼酎ラベルとして図案化され、期間限
定で島内外へ出荷されるという。

主催：朝日酒造（株）　後援 ：喜界町教育委員会

～子どもたちの愛郷心を育てながら喜界島を全国にアピール～

朝日酒造賞（最優秀賞）
照賢将くん（早町小３年）　『夜の海で、「とったどー」』
作品を焼酎のラベルにして全国へ期間限定出荷

　

表
彰
式
を
前
に
審
査
会
が
１
月
７
日
、
役
場

会
議
室
で
あ
っ
た
。
審
査
員
は
中
野
誠
さ
ん（
第

一
中
美
術
教
諭
）、
平
石
厚
史
さ
ん
（
喜
高
同
）、

黒
川
周
一
さ
ん
（
町
教
委
指
導
主
事
）
が
務
め
、

朝
日
酒
造
賞
の
他
、
優
秀
賞
や
特
選
、
入
選
を

選
ん
だ
。
平
石
さ
ん
は
「
楽
し
そ
う
に
描
い
て

い
る
姿
が
目
に
浮
か
び
、
審
査
は
楽
し
か
っ
た
。

そ
の
反
面
、
い
ず
れ
の
作
品
も
甲
乙
付
け
が
た

く
、
審
査
に
苦
労
し
た
」
と
話
し
、
照
く
ん
の

受
賞
理
由
を
「
構
図
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

生
き
生
き
と
大
胆
に
お
じ
い
さ
ん
が
魚
を
獲
っ

た
喜
び
を
描
い
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
初
め
に
、
晴
永
清
道
教
育
長
が

「
今
回
の
取
り
組
み
は
子
ど
も
た
ち
が
島
の
素

晴
ら
し
さ
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
り
、
受
賞
し
た
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
自
信
に
も

な
っ
た
の
で
は
。
町
教
育
行

政
の
方
針
の
ひ
と
つ
で
あ
る

『
ふ
る
さ
と
と
自
ら
に
誇
り
を

も
つ
教
育
』
の
趣
旨
に
も
合

致
し
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
な
が
ら
、
主
催
者
へ
の
感
謝
も
表
し
た
。

　

入
賞
者
表
彰
で
は
照
く
ん
の
他
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
早
町
小
１
年
の
浪
島
咲
貴
さ
ん
ら
９

人
が
、
一
人
ひ
と
り
喜
禎
社
長

か
ら
賞
状
を
手
渡
さ
れ
た
。

　

最
後
に
喜
禎
社
長
は
「
多
く

の
応
募
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ

う
な
表
彰
式
ま
で
開
催
で
き
た

こ
と
は
、
町
教
育
委
員
会
や
学

校
関
係
者
、
審
査
し
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
、
そ
し
て
保
護
者

の
皆
様
の
ご
指
導
や
ご
協
力
の

賜
物
で
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
テ
ー
マ
に
あ
る
と
お
り
『
子

ど
も
た
ち
に
こ
の
島
の
良
さ
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す

る
気
持
ち

を
将
来
に

伝
え
て
欲
し

い
』
と
の
願

い
と
『
当
社

が
あ
る
の
は

島
と
絆
を
持

つ
方
々
の
お

陰
』
と
の
想

い
を
込
め
て

開
催
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ふ
る
さ
と
の
子

ど
も
た
ち
や
本
町
の
発
展
の
た
め
に
少
し
で
も

寄
与
で
き
る
よ
う
、
私
ど
も
の
企
業
グ
ル
ー
プ

は
努
力
い
た
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
15
日
か
ら
18
日
ま
で
、
入
賞
し
た
作

品
の
展
示
会
が
同
社
の
焼
酎
蔵
で
あ
り
、
多
く

の
観
賞
者
が
訪
れ
た
。

　

な
お
、
同
社
で
は
「
来
年
度
以
降
も
絵
画
に

限
ら
ず
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
継
続
し
た
い
」（
喜

禎
浩
之
専
務
）
と
し
て
い
る
。

優秀賞受賞者と作品名（特選・入選は省略）
波島咲貴（早町小1年）
　「きかいじまのうみでレースごっこ」
永山蓮（荒木小２年）「かめがおよいだ」
大岡良（湾小４年）「うみのなか」
相良弥花（早町小５年）「喜界島のすもう」
永井颯太（上嘉鉄小６年）
　「魚がいっぱいいる喜界の海」
栄光里（早町中１年）「わんのあじー」
盛山円香（第一中２年）「夏をよぶスギラ」
山倉海（第一中３年）「ガジュマル」
園田樹子（喜高２年）「継ぐ、繋ぐ」



豊
島　

昭
男

60
才

瀧

川
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こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

２
月
末
は

固
定
資
産
税　
　

４
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

氏　
　
　

名

政
倉
ス
ミ
子

山
元
昭
二
郎

繁
田　

重
盛

岩
村
喜
美
夫

齋
藤　

和
利

星
野
あ
き
ゑ

廣
田　

哲
美

𠮷
冨　

カ
メ

加
藤　

エ
イ

三
原　

秀
𠮷

瀧　
　

正
毅

吉
國　

教
一

芳
村　

博
道

壽　
　

ヨ
シ

旭　
　

ス
ガ

前
田　

哲
洋

年
齢

84
才

83
才

89
才

87
才

59
才

84
才

91
才

90
才

91
才

96
才

69
才

78
才

84
才

90
才

90
才

63
才

住

所

浦

原

赤

連

白

水

塩

道

赤

連

川

嶺

荒

木

荒

木

赤

連

赤

連

手
久
津
久

早

町

志
戸
桶

花
良
治

荒

木

上
嘉
鉄

住

所

　

氏　

名　

喜界町の推計人口
（平成23年２月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,623戸 （  △ 1）

人 口   ・・・・ 8,188人 （  　 1）

男   ・・・・ 3,913人 （  △ 4）

女   ・・・・ 4,275人 （  　 5）

（　）は前月比

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

迷
い
ひ
と
つ
払
わ
む
と
顔
上
げ
し
と

き
冬
日
に
淡
く
ク
レ
マ
チ
ス
咲
く

嶺
倉
　

祝
子

誕
生
日
に
孫
よ
り
受
け
し
深
紅
の

花
我
が
晩
年
の
励
み
と
な
ら
む

林
　
　

蓮
香

我
が
家
に
一
つ
残
れ
る
古
道
具

豆
腐
か
ん
餅
作
り
し
挽
き
臼

有
村
　

道
子

家
ご
と
に
営
み
あ
り
て
灯
を
と
も

す
夕
暮
れ
時
の
窓
あ
た
た
か
き

平
尾
　

チ
ヨ

過
ぎ
し
日
の
ラ
ン
プ
灯
り
に
睦
み
合

う
家
族
の
面
影
消
ゆ
る
こ
と
な
く

弥
島
　

幸
子

〈
萌
　

葉
　

会
〉

村
田
新
八
の
孫
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
帰
り
ゆ
き
島
の
碑

い
し
ぶ
み

沢
に
送
り
ぬ

　
　
　

中
澤
　

ヒ
デ

孫
娘
二は

た
ち十

の
門
出
心し

ん

ひ
ろ
く
未
来

へ
は
ば
た
け
と
わ
れ
こ
い
願
ふ

島
崎
　

久
代

ダ
イ
エ
ッ
ト
年
の
始
め
に
決
意
せ

し
友
と
二
人
で
早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ

平
島
　

初
子

社
協
だ
よ
り

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

藤
廣　

海う
み
か夏

澄
江　

龍り
ゅ
う
が河

𠮷
田
ふ
た
ば

南
男

格　克
成

早

町

上
嘉
鉄

赤

連

星　

野　

大　

司

山　

元　

幸　

江

繁　

田　

幸　

雄

豊　

島　

忠　

一

塩　

屋　

京　

子

吉　

国　

三
千
江

廣　

田　

貞　

利

三　

原　

和　

裕

芳　

村　

ハ　

マ

星　

野　

菜
穂
子

豊　

島　

克　

夫

加　

藤　

良　

秀

早　

町

赤　

連

白　

水

白　

水
湾

早　

町

荒　

木

坂　

嶺

志
戸
桶

川　

嶺

大
阪
府

埼
玉
県

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓

チ
ュ
ヌ
サ
チ
ト
ゥ

ム
ン
ツ
ク
リ
ヌ

サ
チ
ヤ
ワ
カ
ラ
ン

（
農
業
の
）

　

人
生
で
の
成
功
と
失
敗
、

幸
と
不
幸
は
隣
り
合
わ
せ
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
繰
り
返
す

こ
と
も
あ
る
。

　

順
調
に
育
つ
農
作
物
も
、

収
穫
す
る
ま
で
は
油
断
で
き

な
い
。

　

何
事
に
も
慎
重
に
、
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。

解
説 （

人
生
の
行
く
末
と
）

（
結
果
は
わ
か
ら
な
い
）

広

島

県

赤

連

東

京

都

東

京

都

湾

中

里

前
島　
　

修

朝
崎　
　

愛

登　

健
太
郎

名
嘉
眞
ミ
ナ
エ

小
山　
　

誠

正
親
江
利
子

申
告
を
お
忘
れ
な
く

 

平
成
22
年
分
の
所
得
税
及
び
町
県
民

税
の
申
告
の
受
付
は
、
平
成
23
年
２

月
14
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、２
月
17
日
と
18
日（
午
前
中
）

に
は
役
場
研
修
室
に
て
大
島
税
務
署

の
申
告
相
談
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
税
務
課

　

☎
65

－

１
１
１
１
（
内
線
43
）

招
か
れ
し
お
茶
会
床
し
き
礼
法
に

自
ず
と
心

こ
こ
ろ

静
か
な
り
け
り

豊
島
　
　

瞳

年
越
し
の
恒
例
吾
子
と
囲
む
鍋

年
追
う
毎
に
幸
な
づ
さ
ふ

前
田
喜
代
美

あ
ら
た
ま
に
水
仙
生
け
し
床
の
間
に

香
り
た
だ
よ
い
心
機
一
転

井
澤
紀
美
子

作
る
食
べ
る
散
歩
晝ひ

る
ね寝

の
日
課
な
す

読
む
楽ら
く
が書
き
の
無
き
に
泣
く
身
か

美
代
　

イ
シ

正
月
の
二
日
の
日
に
ぞ
弓
初
め

五
十
路
先
ゆ
く
仲と

も間
と
並
び
ぬ

徳
　
　

成
寿
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１－２月

第
32
回

キンチョウ（錦蝶）

マダガスカル原産でベンケイソウ科リュウキュウベンケイ属の多年草。葉の先端
から生まれた子株は、地面に落ちると根を張って増殖する。日本には20世紀

初頭に入ってきたが、その強い繁殖力から奄美沖縄では野生化し、島でもサンゴの
石垣などで普通に見られる。その花は地味な外見とは対照的に、鮮やかな朱色であ
る。花ことばは「片想い」。

リュウキュウコスミレ（琉球小菫）

トカラ列島以南に自生するスミレ科スミレ属の多
年草。本土種のコスミレの亜種であり、畑や人

家、道ばた、アスファルトの裂け目など、あらゆる所
で小さな花をけなげに咲かせている。花の色は薄紫
の「すみれ色」だが、赤紫色、桃色、濃い紫色など個
体差がある。
　薄紫色のコスミレの花ことばは「貞節」「誠実」。
　ギリシャ神話では、花の色が薄紫になった理由を
二通り伝えている。ひとつは――、最高神ゼウスと
許されぬ恋に落ちた川の神の娘であるイオに、ゼウ
スの妻は嫉妬し、イオを地上から追い払い星にして
しまう。悲しんだゼウスはイオに捧げるため作ったス
ミレの花を、それまでの白からイオの瞳の色であっ
た薄紫に変えたという。もうひとつは――、愛と美
の女神ヴィーナスは、幼い息子である愛の神キュー

ピッドに「スミレと私、どちらが美しい？」と聞い
た。キューピッドが「スミレが美しい」と答えると、
ヴィーナスはスミレに嫉妬と憎しみの視線を向け
た。それまで白かったスミレの花は、あまりの恐ろし
さに青ざめてしまったという。

パンジー

ヨーロッパ原産のサンシキスミレ（三色菫）を品種
改良したスミレ科スミレ属の一年草。暑さに弱

く、夏が厳しくない地域では多年草である。品種改良は
19世紀初頭から続けられており、現在では数千種とも
いわれ、把握できないほどの品種があるという。また、
花の直径が３センチ以下のパンジーをビオラと呼び分け
ることもある。
　多彩な品種が色とりどりの花を咲かせるため、冬の花
壇を彩る主役として世界中で愛されている。

　花ことばは「思慮深い」「遠慮」「物思い」「思索」「思想」「心の平和」「楽しい思い」「純愛」「私を
思って下さい」など。ビオラに限れば「誠実な愛」「信頼」「忠実」「少女の恋」などであり、品種の多さに
比例して多数。


